
令
和
元
年
度
 内
閣
府
委
託
事
業

～
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
知
識
と
見
識
を
高
め
る
～

女
性
役
員
育
成
研
修

企
業
の
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、経
営
の
更
な
る
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ

ま
す
。 
特
に
、女
性
が
企
業
の
意
思
決
定
に
関
わ
る
こ
と
は
、多
様
な
価
値
観
が
企
業
の
経
営
の
執
行
及
び
監
督
の
両
方
に
反
映
さ
れ

ま
す
。 
ま
た
、多
様
な
価
値
観
を
受
容
す
る
組
織
で
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
促
進
さ
れ
、企
業
競
争
力
や
社
会
的
評
価
が
向
上
し
、

企
業
価
値
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

一
方
で
、企
業
か
ら
は
候
補
と
な
る
女
性
人
材
が
少
な
い
と
の
声
も
あ
り
、女
性
役
員
候
補
の
育
成
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、今
年
度
、執
行
を
担
う
内
部
登
用
に
よ
る
役
員
候
補
、及
び
、監
督
を
担
う
社
外
取
締
役
候
補
と
な
ら
れ
る
女
性
人
材
を

対
象
に
、「
女
性
役
員
育
成
研
修
」を
、宮
城
、広
島
の
2地
域
に
て
実
施
い
た
し
ま
す
。 

今
後
、女
性
役
員
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
、自
覚
と
意
識
を
持
ち
、必
要
な
知
識
を
習
得
で
き
る
よ
う
、企
業
経
営
層
の
講
演
と
専
門

家
の
講
義
に
よ
り
学
ん
で
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
ま
た
、企
業
勤
務
の
方
と
士
業
の
方
な
ど
が
、半
年
に
わ
た

り
共
に
学
び
あ
う
こ
と
で
、地
域
で
活
躍
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
催
：
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
　
共
催
：
宮
城
県
、仙
台
市

協
力
：
み
や
ぎ
の
女
性
活
躍
促
進
連
携
会
議
、仙
台
市
働
く
女
性
の
活
躍
推
進
協
議
会
、公
益
財
団
法
人
せ
ん
だ
い
男
女
共
同
参
画
財
団

宮
城

開
催 第
1回
第
2回
第
3回
第
4回
第
5回
第
6回

20
19
年

20
20
年

9月
26
日（
木
）

10
月
25
日（
金
）

11
月
27
日（
水
）

12
月
13
日（
金
）

1月
16
日（
木
）

2月
12
日（
水
）

エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
（
仙
台
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）

仙
台
市
青
葉
区
中
央
1-
3-
1（
ア
エ
ル
28
階
）

ア
ク
セ
ス：
JR
仙
台
駅
 西
口
 徒
歩
2分

お
申
込
は
W
EB
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。　
※
裏
面
参
照

8月
30
日（
金
） 
17
:0
0

＊
研
修
の
修
了
者（
規
定
の
出
席
回
数
を
満
た
し
た
方
）に
は
、「
内
閣
府
女
性
役
員
育
成
研
修
修
了

者
」と
して
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
名
の
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。ま
た
、修
了
者
の
う
ち
ご

同
意
い
た
だ
い
た
方
は
、内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
女
性
役
員
育
成
研
修
修
了
者
人
材
バ
ン
ク
」

に
名
簿
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
程

対
象
者

研
修
全
６
回

会
場

定
員

３
０
名

申
込
締
切

　
宮
城
県
を
中
心
と
し
た
東
北
地
域
の
在
勤
者
及
び
在
住
者
の

う
ち
、い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
女
性

◇
内
部
昇
進
に
よ
り
、役
員
と
し
て
活
躍
を
期
待
さ
れ
る
人
材

（
管
理
職
以
上
）

◇
社
外
取
締
役
・
社
外
監
査
役
候
補
と
し
て
活
躍
を
期
待
さ
れ

る
人
材

◇
社
内
・
社
外
を
問
わ
ず
、将
来
、役
員
と
し
て
活
躍
を
望
む
方

な
お
、対
象
者
は
、原
則
職
務
経
験
10
年
以
上
の
方
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全
６
回
の
研
修
の
た
め
、原
則
と
し
て
全
日
程
参
加
可
能
な
方
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、書
類
選
考
を
行
い
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊ ＊ ＊

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

場
無
料料料

参
加
費
無
料

◇
講
義
②

  「
法
的
役
割
と
責
任
、

　
 リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

◇
企
業
経
営
層
講
演
②

◇
企
業
経
営
層
講
演
③

◇
講
義
③

  「
財
務
・
会
計
」

◇
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会
②

◇
特
別
講
演

◇
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
共
有

◇
グ
ル
ー
プ
発
表

◇
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会
③

国
立
大
学
法
人
滋
賀
医
科
大
学

医
学
研
究
監
理
室
室
長
、

バイ
オメ
ディ
カル
・イ
ノベ
ーシ
ョン
セン
ター

特
任
教
授

小
笠
原
 敦

氏

講
義
⑤

第
1回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

鳥
飼
総
合
法
律
事
務
所

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

村
瀬
 孝
子
氏

講
義
②

早
稲
田
大
学
大
学
院

（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
）

教
授 西
山
　
茂
氏

講
義
③

20
19
年

9月
26
日（
木
）

13
：3
0～
18
：3
0

講
師

プ
ロ
グ
ラ
ム

日
時

回

第
6
回

10
月
25
日（
金
）

13
：3
0～
18
：0
0

20
20
年

1月
16
日（
木
）

17
：3
0～
20
：4
0

11
月
27
日（
水
）

13
：3
0～
18
：0
0

12
月
13
日（
金
）

17
：3
0～
20
：3
0

2月
12
日（
水
）

13
：3
0～
17
：3
0

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

経
営
管
理
研
究
科
 准
教
授

齋
藤
 卓
爾
氏

講
義
①

講
義
④

◇
企
業
経
営
層
講
演
⑤

◇
講
義
⑤

  「
技
術
・
産
業
の
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
、

  　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
経
営
」

◇
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
確
認

◇
企
業
経
営
層
講
演
④

◇
講
義
④

  「
企
業
価
値
と
経
営
戦
略
」

東
北
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
 教
授

福
嶋
　
路
氏

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

◇
企
業
経
営
層
講
演
①

◇
講
義
①

  「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

◇
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会
①

講
演
①

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ（
株
）

代
表
取
締
役
会
長

大
山
 健
太
郎
氏

特
別
講
演

Ｓ
Ａ
Ｐ
ジ
ャ
パ
ン（
株
）

人
事
戦
略
特
別
顧
問

ア
キ
レ
ス
 美
知
子
氏

＊
講
師
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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令
和
元
年
度
 内
閣
府
委
託
事
業

～
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
知
識
と
見
識
を
高
め
る
～

女
性
役
員
育
成
研
修

企
業
の
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、経
営
の
更
な
る
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ

ま
す
。 
特
に
、女
性
が
企
業
の
意
思
決
定
に
関
わ
る
こ
と
は
、多
様
な
価
値
観
が
企
業
の
経
営
の
執
行
及
び
監
督
の
両
方
に
反
映
さ
れ

ま
す
。 
ま
た
、多
様
な
価
値
観
を
受
容
す
る
組
織
で
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
促
進
さ
れ
、企
業
競
争
力
や
社
会
的
評
価
が
向
上
し
、

企
業
価
値
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

一
方
で
、企
業
か
ら
は
候
補
と
な
る
女
性
人
材
が
少
な
い
と
の
声
も
あ
り
、女
性
役
員
候
補
の
育
成
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、今
年
度
、執
行
を
担
う
内
部
登
用
に
よ
る
役
員
候
補
、及
び
、監
督
を
担
う
社
外
取
締
役
候
補
と
な
ら
れ
る
女
性
人
材
を

対
象
に
、「
女
性
役
員
育
成
研
修
」を
、広
島
、宮
城
の
2地
域
に
て
実
施
い
た
し
ま
す
。 

今
後
、女
性
役
員
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
、自
覚
と
意
識
を
持
ち
、必
要
な
知
識
を
習
得
で
き
る
よ
う
、企
業
経
営
層
の
講
演
と
専
門

家
の
講
義
に
よ
り
学
ん
で
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
ま
た
、企
業
勤
務
の
方
と
士
業
の
方
な
ど
が
、半
年
に
わ
た

り
共
に
学
び
あ
う
こ
と
で
、地
域
で
活
躍
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
催
：
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

共
催
：
広
島
県
、広
島
市

　
広
島
県
を
中
心
と
し
た
中
国
地
域
の
在
勤
者
及
び
在
住
者
の

う
ち
、い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
女
性

◇
内
部
昇
進
に
よ
り
、役
員
と
し
て
活
躍
を
期
待
さ
れ
る
人
材

（
管
理
職
以
上
）

◇
社
外
取
締
役
・
社
外
監
査
役
候
補
と
し
て
活
躍
を
期
待
さ
れ

る
人
材

◇
社
内
・
社
外
を
問
わ
ず
、将
来
、役
員
と
し
て
活
躍
を
望
む
方

第
1回
第
2回
第
3回
第
4回
第
5回
第
6回

20
19
年

20
20
年

10
月
　3
日（
木
）

11
月
　7
日（
木
）

11
月
25
日（
月
）

12
月
　9
日（
月
）

1
月
21
日（
火
）

2
月
17
日（
月
）

広
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

広
島
市
南
区
松
原
町
５
-１
（
B
IG
 F
R
O
N
T 
ひ
ろ
し
ま
 5
・
6階
）

ア
ク
セ
ス：
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広
島
駅
 南
口
 徒
歩
約
3分

お
申
込
は
W
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よ
り
お
願
い
し
ま
す
。　
※
裏
面
参
照

8月
30
日（
金
） 
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:0
0

＊
研
修
の
修
了
者（
規
定
の
出
席
回
数
を
満
た
し
た
方
）に
は
、「
内
閣
府
女
性
役
員
育
成
研
修
修
了

者
」と
して
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
名
の
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。ま
た
、修
了
者
の
う
ち
ご

同
意
い
た
だ
い
た
方
は
、内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
女
性
役
員
育
成
研
修
修
了
者
人
材
バ
ン
ク
」

に
名
簿
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
程

対
象
者

研
修
全
６
回

会
場

定
員

３
０
名

申
込
締
切

広
島

開
催

な
お
、対
象
者
は
、原
則
職
務
経
験
10
年
以
上
の
方
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全
６
回
の
研
修
の
た
め
、原
則
と
し
て
全
日
程
参
加
可
能
な
方
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、書
類
選
考
を
行
い
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊ ＊ ＊
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加
費
無
料
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広
島

開
催

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

回

◇
講
義
②

  「
法
的
役
割
と
責
任
、

　
 リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

◇
企
業
経
営
層
講
演
②

◇
講
義
③

  「
財
務
・
会
計
」

◇
企
業
経
営
層
講
演
③

◇
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会
②

◇
特
別
講
演

◇
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
共
有

◇
グ
ル
ー
プ
発
表

◇
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会
③

国
立
大
学
法
人
滋
賀
医
科
大
学

医
学
研
究
監
理
室
室
長
、

バ
イ
オ
メデ
ィ
カ
ル・
イノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

特
任
教
授

小
笠
原
 敦

氏

講
義
⑤

鳥
飼
総
合
法
律
事
務
所

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

村
瀬
 孝
子
氏

講
義
②

早
稲
田
大
学
大
学
院

（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
）

教
授 西
山
　
茂
氏

講
義
③

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

経
営
管
理
研
究
科
 准
教
授

齋
藤
 卓
爾
氏

講
義
①

講
義
④

◇
講
義
⑤

  「
技
術
・
産
業
の
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
、

  　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
経
営
」

◇
企
業
経
営
層
講
演
⑤

◇
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
確
認

◇
講
義
④

  「
企
業
価
値
と
経
営
戦
略
」

◇
企
業
経
営
層
講
演
④

（
公
財
）日
本
生
産
性
本
部

主
席
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

加
藤
　
篤
士
道
氏

◇
企
業
経
営
層
講
演
①

◇
講
義
①

  「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

◇
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会
①

講
演
①

（
株
）広
島
銀
行
 監
査
役

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜（
株
）

取
締
役

元
ア
ン
デ
ル
セ
ン
グ
ル
ープ
 社
長

吉
田
 正
子
氏

講
師

プ
ロ
グ
ラ
ム

日
時

回

＊
本
研
修
で
は
、学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、今
後
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
、各
自
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

＊
講
師
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

第
1回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

20
19
年

10
月
 3
日（
木
）

13
：3
0～
18
：3
0

第
6
回

11
月
 7
日（
木
）

13
：3
0～
18
：0
0

20
20
年

1月
21
日（
火
）

13
：3
0～
17
：3
0

11
月
25
日（
月
）

13
：3
0～
18
：0
0

12
月
 9
日（
月
）

13
：3
0～
17
：3
0

2月
17
日（
月
）

13
：3
0～
17
：3
0

G
&
S 
G
lo
ba
l A
dv
is
or
s 
In
c.

代
表
取
締
役
社
長

J.フ
ロ
ン
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ（
株
） 社
外
取
締
役

ウ
シ
オ
電
機（
株
） 社
外
取
締
役

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ（
株
） 社
外
取
締
役
 

橘
・
フ
ク
シ
マ
・
咲
江
氏

講
演
⑤

特
別
講
演

Ｓ
Ａ
Ｐ
ジ
ャ
パ
ン（
株
）

人
事
戦
略
特
別
顧
問

ア
キ
レ
ス
 美
知
子
氏
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